第５回読売光と愛・復興支援大学等奨学金　募集要項
主催：読売光と愛の事業団／後援：読売新聞社
　　　　　　　　　　　　　　　　協賛：ウエルシア薬局
読売光と愛の事業団は、東日本大震災で被災し、進学が経済的に厳しくなった高校生を対象とする「読売光と愛・復興支援大学等奨学金」の奨学生を募集します。被災地の復興を担う若者を支援します。運営には、読売新聞「大学の実力」取材班が協力します。
１．応募資格
　以下のすべてを満たすこと

（１）東日本大震災の発生時に岩手県、宮城県、福島県のいずれかに居住し、被災したため経済的に大学への進学が困難な状況にあること

（２）2017年３月までに高校を卒業し、東北６県（青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島）に立地する大学、短期大学、専門学校に進学すること

（３）今回の震災を重く受け止め、大学での学びを通じて将来、被災地復興に貢献すること
２．奨学金額と給付期間
進学した学校の1年次から最短の卒業年次まで、月額５万円を給付（返済不要）
３．募集人員
５人程度（応募状況等によって増減あり）

４．応募方法
下記の書類を、在籍する高校を通じて８月末までに郵送してください。
　（１）所定の申請書

　（２）高校長の推薦書（指定書式に記入）

　（３）申請者本人が書いた小論文

「被災地のために」をテーマに1200字（Ａ４サイズの400字詰め原稿用紙で３枚、鉛筆使用）以内でお書きください。
　（４）成績証明書（高校２年までの成績）

（５）罹災または被災証明書（コピー可）、前年の所得証明書（家計支持者および父母の証明）、住民票（家族全員）

　　　※罹災・被災証明書がない場合は、その理由を明記してください。
　　　※（１）（２）の申請用紙は、当事業団ホームページ（http://yomiuri-hikari.or.jp/）からダウンロードするか、当事業団までご請求ください。
５．応募の締め切り

　　　　　　　　　　　　　２０１６年８月３１日（水）（当日消印有効）

６．選考方法
当事業団が委嘱する選考委員会で、審査・選考します。
＜選考委員（敬称略）＞
　阿久戸光晴（聖学院大学理事長）
小田　隆治（山形大学教授）
中澤　二朗（新日鉄住金ソリューションズ人事部専門部長）
　本田　優子（札幌大学女子短期大学部副学長）

　松本　美奈（読売新聞東京本社教育ネットワーク事務局専門委員）

７．採否の通知

選考の結果は、2016年11月末までに高校長か担当教諭に通知します。大学への入学をもって、正式な給付決定とします。
８．注意事項

（１）受験の結果、大学などに進学できなかった場合は、奨学金の受給資格は失われます。
（２）他団体が実施する返済不要の奨学金との重複受給は、原則として認めません。ただし、返済が必要な貸付奨学金、地方自治体などが支給する選考不要の奨学金、大学の授業料免除等との重複は認めます。

（３）奨学生には、メール等による定期的な報告や大学での成績表の提出を求めます。

（４）奨学生には、読売新聞「大学の実力」取材班が作成する紙面などに、協力をお願いする場合があります。
（５）退学・留年・休学の際は、奨学金の支給を打ち切ります。ただし、病気や事故などやむを得ない場合は、事情を考慮します。

　（６）申請書類は返却いたしません。個人情報は、当奨学金の選考目的のみ

に使用し、他の目的に使用しません。
９．申請書類の提出先・問い合わせ

〒100-8055　東京都千代田区大手町１-７-１        
読売光と愛の事業団・復興奨学金係    
電話03-3217-3473　Fax03-3217-3474   
電子メール   hikari-ai@yomiuri.com     
ホームページ http://yomiuri-hikari.or.jp/ 
